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AVR327 : ATtiny用精密ｿﾌﾄｳｪｱ直列送信部

1. 序説
この応用記述は非同期直列通信で使うための直列通信送信部ｿﾌﾄｳｪｱ ﾄﾞﾗｲﾊﾞを記述します。

出力ﾋﾟﾝで直列送信部を作成するｿﾌﾄｳｪｱ法は良く知られています。ﾋﾞｯﾄ ﾀｲﾐﾝｸﾞのｿﾌﾄｳｪｱ付
随負荷と与えられたﾋﾞｯﾄに対する状態の決定は各ﾋﾞｯﾄ区部でﾀｲﾐﾝｸﾞ誤差を誘引します。

ｺｰﾄﾞ実行と割り込み遅延によって誘引されたこれらの誤差は、その誤差が単一ﾋﾞｯﾄ区部の時
間の非常に小さな端数しか表さないので、より低いﾎﾞｰﾚｰﾄで受け入れ可能です。ﾎﾞｰﾚｰﾄが増
加する時にこれらの誤差は通常、それらのｿﾌﾄｳｪｱ直列送信部の形式をより低いﾎﾞｰﾚｰﾄに制
限する、ﾋﾞｯﾄ区部時間の大きな割合になります。

この応用記述はより高いﾎﾞｰﾚｰﾄで実装されるｿﾌﾄｳｪｱ駆動直列送信部を許し、それらのﾀｲﾐﾝ
ｸﾞ誤差を除去ためにAtmel tinyAVR®のﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀの特性を組み入れる方法を提供します。

2. 事前必要条件
この資料で検討される解決策は以下の技能と技術の基本的な習熟が必要です。より多くを学
ぶには8章の「参照」を参照してください。

・ 組み込み系用Cﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

・ Atmel AVR Studio® 4または5

・ Atmelのﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ、Atmel AVR JTAGICE mkⅡまたはAtmel AVR JTAGICE 3

・ ATtinyのﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ比較出力動作形態の理解

3. 制限
・ 8MHzのCPUｸﾛｯｸ速度で57.6kﾎﾞｰまでを支援

・ 送信部出力は比較出力ﾋﾟﾝの1つでなければなりません。

・ 1つの割り込みを使用

4. 資源の必要条件

要点
■ Ateml® AVR® ATtiny84Aﾃﾞﾊﾞｲｽを使用
■ 8MHzのATtinyで57.6kﾎﾞｰ
■ ｿﾌﾄｳｪｱ直列送信部でのｺｰﾄﾞ遅延の影響を除去
■ 使用者の応用ｺｰﾄﾞへ容易に統合
■ 少量のｺｰﾄﾞを使用

表4-1. 周辺機能の必要条件

周辺機能 ﾋﾟﾝ 構成設定可能

比較出力部を持つ
1つの16ﾋﾞｯﾄ ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ

OC1A
はい、OC1B使用可能。ﾎﾞｰﾚｰﾄ分割部が255よりも小さ
ければ8ﾋﾞｯﾄ ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀを使うこともできます。

表4-2. ﾒﾓﾘの必要条件 (注)

ﾒﾓﾘ 代表的な大きさ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 482

ﾃﾞｰﾀ 17

内部EEPROM 不要

注: 正確なﾒﾓﾘ必要条件はｺﾝﾊﾟｲﾗ版、最適化ﾚﾍﾞﾙなどのような要素の変化に依存します。
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5. 応用内へのﾄﾞﾗｲﾊﾞ統合
main関数はこのﾄﾞﾗｲﾊﾞによって使われる資源のいくつかの初期化の実行が必要です。"init_TX"関数はこの目的用に提供され、main
は単に必要とされるﾎﾞｰﾚｰﾄ定数をそれに渡してそれを呼ぶことが必要です(様々なﾎﾞｰﾚｰﾄに関する定義については"sio.h"ﾌｧｲﾙを
ご覧ください)。

表5-1. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙ

sio.h sio.c用の定義と原型

ﾌｧｲﾙ名 説明

HASU_S4.aws AVR Studioﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙ

precision_TX_target_demo.c 目的対象実演応用

sio.c 初期化とﾄﾞﾗｲﾊﾞのﾙｰﾁﾝ

clock_changes.S ｸﾛｯｸ変更のためのｱｾﾝﾌﾞﾘ言語ﾌｧｲﾙ

avr_compiler.h ｺﾝﾊﾟｲﾗ用の定義とﾏｸﾛ

6. 解決策実演の構築と走行の方法
実演を走らせるには以下の項目が必要とされます。

・ Atmel AVR STK®600ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄ

・ 外囲器(DIPまたはSOIC)に合ったAtmel ATtiny84用の配線ｶｰﾄﾞとｿｹｯﾄ ｶｰﾄﾞ

・ Atmelのﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

・ Atmel AVR Studio 4または5

・ ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ(またはUSB-ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ ｹｰﾌﾞﾙ)を持つｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

実演応用はSTK600開発基板で走行することができます。STK600はDIP外囲器のﾃﾞﾊﾞｲｽに対してSTK600-RC014T-12配線ｶｰﾄﾞと
STK600-DIPｿｹｯﾄ ｶｰﾄﾞが必要です。SOIC外囲器については、STK600-RC014T-46配線ｶｰﾄﾞとSTK600-SOICｿｹｯﾄ ｶｰﾄﾞが必要で
す。

PC上で端末ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを開始してください。ﾎﾞｰﾚｰﾄを57.6kﾎﾞｰに設定してください。

www.atmel.comからAVR327.zipをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてください。作業ﾌｫﾙﾀﾞ内にﾌｧｲﾙを解凍してください。AVR Studio 4でHASU_S4.awsﾌﾟ
ﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙを開くか、またはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをStudio 5内にｲﾝﾎﾟｰﾄしてください。Studio枠でﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ﾂｰﾙを選んでください。目的対象ﾃﾞ
ﾊﾞｲｽとしてATtiny84を指定してください。

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構築してください。AVR Studio 4または5でﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ動作形態に入ってください。応用を走らせてください。ﾒｯｾｰｼﾞの印が
端末ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのｼﾘｱﾙ通信枠に現れるべきです。

7. 応用内へのﾄﾞﾗｲﾊﾞ統合
応用内へのこの送信部ﾄﾞﾗｲﾊﾞ統合は簡単です。あなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにsio.cとclock_changes.Sのｿｰｽ ﾌｧｲﾙとsio.hﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙを追加し
てください。(あなたはあなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ内にavr_compiler.hﾌｧｲﾙを既に持っているでしょう。)

mainｺｰﾄﾞは望むﾎﾞｰﾚｰﾄ数をこの関数に渡して、ｼｽﾃﾑ初期化中に"init_TX"関数を呼ぶべきです。この関数はｸﾛｯｸを8MHzにして前
置分周器を1に変更する"clock_changes"関数を呼びます。

文字を送るために、使用者のｺｰﾄﾞはTxRDYﾌﾗｸﾞをﾎﾟｰﾘﾝｸﾞしてこのﾌﾗｸﾞが設定されるまで待つことが必要です。使用者ｺｰﾄﾞはその
後に送られるべき文字を関数に渡して"XmitByte"関数を呼ぶことができます。

8. 参照
・ Atmel AVR Studio 5

・ Atmel AVR Studio 4 (打ち切り)

・ Atmel AVR JTAGICE mkⅡ

・ Atmel AVR JTAGICE 3

・ Atmel AVR STK600

http://www.atmel.com/microsite/avr_studio_5/default.asp?source=redirect
http://www.atmel.com/
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=2725
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=3353
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=17213&category_id=163&family_id=607&subfamily_id=2138&source=redirect
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=4254&category_id=163&family_id=690&subfamily_id=1561
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本応用記述はAtmelのAVR327応用記述(doc8488.pdf Rev.8488A-02/12)の翻訳日本語版です。日本語では不自然となる重複する
形容表現は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている部分もあります。必要に応じて一部
加筆されています。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。
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